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一般社団法人編烏県歯科衛生士会



東岡本大震災報告
（平成23年３月１１１日～平成25年３月３旧）

～;地震・津波・風評被害の中で～

ロ

福島県





東日本大震災活動報告にあたって

被災地域対応委員会

委員長鈴木恵子

平成23年３月１１日に起きた東日本大鰹災は、想定外の地震・津波により甚大なる被害を受けました。

福島県においては、その後に起きた原子力発電所事故により、住み慣れた故郷から避難を強いられて

いる方、放射線による健康への影稗を考えて子供を持つ家庭では家族が離ればなれに生活する方、地場

産業では風評被害等の被害を受ける等の2年が過ぎました。

この時間は、同じ被災地にあっても各々が様々な思いを持ち生活してきた２年間です。

本報告は、本会がこの2年間で行ってきた活動内容を記録としてまとめたものです。

このような経験をまとめ、得られたことを教訓とし、課題を含め記録に残すことは今後の災害支援活

動の在り方を考えるうえで非常に重要なことと考えました。

本会では、会員に対して、鰹災発生直後の安否確認及び震災の被害や震災への対応についてアンケー

ト調査を行い、被災者に対しては、県や被災市町村と連携を図りながら避難所や仮設住宅への支援活動

等を行ってきました。

会員へのアンケートでは、会員への支援について十分でないとお叱りの言葉を頂いたり、歯科衛生士

会の被災者への支援活動については、励ましの言葉も頂き会員が様々な思いで、この鰻災を乗り越えて

いることが分かりました。

また、被災音への支援活動では、口腔への認識や優先度の違いから被災者への直接の支援に結びつく

までの調整に時間を要しました。

災害時の歯科保健活動は、「I頃の歯科保健活動が亜要であることは言うまでもありませんが、災害時

においては歯科保健活動の支援をコーディネートができる人材が重要でした。

当会で実施した被災者への支援方法や県や被災市町村との連携から見えてきた課題を踏まえ、災害時

のコーディネートのあり方を検討しコーディネートできる人材の育成が急務です。

これまでの本会の活動にあたっては、補烏県をはじめ、日本歯科衛生士会等の関係団体の皆様のご支

援ご協力をいただきましたおかげと心より感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。
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合計

事業名

ボランティア

(一時避難所等）

日衛助成事業

｢被災者口腔ケア支

援事業」

福島県委託事業
｢被災者口腔ケア支

援事業」

日衛助成事業

｢通所介護施設口

腔ケア支援事業」

支援回数

※１１２

２０７
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|仮設住宅等における被災者支援活動平成23年１０月～平成24年６月’動

嬰 些 蕊 錨 錨 篭 盤 盤 聖
1２１

被災市町村への歯科支援活動体制（福島県歯科衛生士会）域への歯科保健支援活動東日本大震災における被災地
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鰯寵馴目的】

東日本大震災の影響による､生活環境の悪化やスト

レスにより､被災者の日常生活における健康リスクが
増大している｡特に､避難生活の長期化で､口腔衛生
状態の悪化に伴う歯科疾患の増加や誤職I性肺炎の
発症､また義歯の不調等による岨畷機能の低下､食
生活の変化による低栄養など､全身の健康状態の
悪化や生活の質の低下が懸念されている。

そこで､被災者の口腔保健の向上､健康増進及び生
活の質の向上に寄与することを目的に､被災地域の
行政や施設等の要望に応じ､関係機関等と連携しな
がら歯科保健支援活動を実施する。
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新地町

合計

実施回 数

１５回

１０回

２４回

５０回
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従事歯科衛生士
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＝諺

'3.支援内容別実施状況(実施回数)’

1臆

１ Ｍ 制 【 Ｍ 、 八 帥 m h n

1I町倣脇９劃耐卸ｌの聖〃＃↑
時旬声門助ハr哩吋

１ １ 脚 叩 ５ ９ ｌ ｊ ｌ ｌ Ｏ ７ ３

曲腫彪剛７８７ユユ１璽

園咽屍圃。１＄８９８Ｚ錘船型ｑ

『tIfIBr“７４．7６０鋤０E五a弘

ﾘ!－ｌ－ｉ－ｉ－行Ｉ

.$f《

ITIl食wｒｌｌＢＩ１２７０１無

Ｒ扇

側
hpbp

4Mu凡申

炉党酎

目疋*１

句ウＷ１

ＰｌＯＩ

Ｒ１Ｔ町

万同G１

ｉｔｇＩ

ＩＥＷ１

大腕町ｐＩ５０００ｌ５ｑ

IＩ
Ⅱ

－９－

1８２１１０１コヲ

例６６８

c】。ｒ【ロ⑥■Ⅷ

、．１０１．０１

耐阿rｒＩロＩ｡２６１０２［
ロロヨＺ。⑥○172

Ⅱ

○４５８ｐ４ＺＩ1 １ﾛ

。！‘。Ｉ･１０
いＩ，,畷１．０００１４，…』

【
■＆房巧更両言且飼

乳ｕ姥工的向宜寓佃、

■島曙ＭｃＩｊＩｃ０２６１ケ１１
■

ー屈亘１０珂画サ

ー 且 ｐ 脚 ▼

二ｺg…興坤

、同冥電句

Ｂａ企司￥

ｐ乳脚ｔ再瞳

p守

ＲＯｇＱＩＩ
守

』Ｉ』

和
即
加
加
釦
犯
加
０

１
１
Ｉ

=諺

日本歯科衛牛十会助成事業｢被災地の における口腔ケア支援活動」生

前３回ロ陸ケア支掴 詮

お ア

平成２４年９月～平成２４年１２月９月～平

柵.
壷②同口陸ケア室温

【対象施設及び対象者】
１．いわき地域及び相馬地域の通所介護施設５焔設

ｕ>いわき地域２施股
。ゆったり館

・寿楽庭
②相馬地域３施設
・すみれディサービスセンター
・ひまわりデイサービスセンター
・あすなるディサービスセンター

２.利用者及び施設職、

【実施期間】
平成24年９月から平成24年１２月までを実施期佃とし、
各施股毎月１回の支擾を行い3回で終了とする。

[実施内容】
１．利用者への口腔ケア支擾蝉

・食事介助支援､口腔ケア支援､健口体操など
２.施股琉員に対する口腔ケアの実技指源､口腔ケア柵習会など

【目的】
東日本大震災から1年以上が経過した今なお､多くの被災者

の方々が不便な避難生活を強いられている｡特に高齢者､要介

護者においては､生活環境の変化やストレスなどからくる健康
状態の悪化や全身の機能低下なども認められ特別養護老人ホ

ームやディサービス等の介渡保険施設の利用者も恥えてきて
いる。

しかし､原子力発電所の事故の影瀞で､多くの介護職員の避難

や離職によって､介護保険施設の職員不足が深刻な問題とな毎
ており､利用者への継続的な支援が難しくなってきている。

そこで､被災地の通所介護施設において､利用者及び施設職

員に対して口腔ケア等についての支援を行うことで､高齢者及
び要介護者の口腔衛生状態の維持･改善､口腔機能の向上を
図ることを目的とする。
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耐１回口厘ケア支睡

タイムスケジュール
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通所介護施設への支援状況
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３月１１１１午後2時46分

その時間私はなかなか抜けぬ雌抜を終え、抜歯後の注怠をしていた時でした。いつもの地淡にしては、

長いな…と思い患者さんに説|川していましたが、忠仔さんと「逃げますか！？」「そうですね…」と冷

静に避難したのを覚えています。

それから雪がどんどん降り始め、揺れが落ち満いてきたので病院内に戻りテレビをみると、浜のほう

では大変な串になっているではありませんか。

会津の方では被詳は少なく、今''１１の震災は放射能という問題がありましたが、磐梯''1が我々を救ってく

れたおかげで放射能11tも低くすみました。

もう２年が経つというのに、まだ避雌したまま戻れず故郷をなくしてしまった方々に、少しでも会津

の良さを体験していただきたいと思います。しかし、今年は例ｲドになく大雷となり受診してくる患脅さ

んから「まいった」「毎朝起きると猿もってんだもの。′癖かたしで１１１が終わる…」との声が…我々会

津の人間でも今年の《崎にはまいったです。奥はとても普く、冬はとても寒いこの会津に住めるのだ

から、どこでも住めると笑ってさよなら出来る|」を待ちわびて支援していきます。

会津支部長渡部久美子

１
一
・
一

被 災 者 口 腔ケア支援活動報告会

く平成２３年度報告会〉

日時：平成２４年３月２５日（日）
場所：福島県歯科医師会館

内容：「－次避難所における被災者支援
活動」及び「仮設住宅等における
被災者支援活動」について

報告者：菅野洋等

く平成２４年度報告会〉
日時：平成２５年５月１２日（日）
場所：福島県歯科医師会館
内容：「被災者口腔ケア支援事業」及び「被

災地の通所介護施設における口腔ケア
支援活動」について

報告者：菅野洋弓、根本ゆかり、
今泉志津弓、西泰江

,４ 量延【‐

震災から２年がすぎ、少しずつではありますが街のあちこちで復興がすすめられています。私の実家

も地震と津波の被害を受け、全壊状態でしたが、またなんとかIrilじ場所に再建でき、仮,没住宅から引っ

越すことができました。

私が勤めている医院には、今まで通って1頁いていた忠脅さんも徐々に琳えてきていますが、それ以上

の復興支援のためか、様々な地域からの患者さんも蛸えてきています。歯周疾忠の方も多く、私たち歯

科衛生上の仕撫も期えていますが、どこの医院も歯科術ﾉ1三|身が不足しているようで、求人を出しても来

てくれる人がなかなかいない状態でもあります。もう少し環境が擬えばザ歯科衛生士の人'-1も贈えてく

れるのかな…と期待をしながら、これからも{|藍jI:を蚊張っていこうと思っています。

相双支部長酒井裕子

一望理国

1５－

被災者口腔ケア支援活動報告会

一
一

型
『＝





6.勤務先の被災状況についてお間かせください

通常通り仕事ができた ８名 ７．８％

ﾗｲﾌﾗｲﾝｶ軽たれて､通常の仕事ができなかった ５０名 ４９．１％

施設の倒壊等により仕事ができなかった １５名 １４．７％

原発事故のため仕事ができなかった １８名 １７．６％

その他 １１名 １０．８％

合計 １０２名 １００．０％

7.あなたの現在の雇用状況についてお間かせください

勤務していない ６名 ９．４％

勤務している ５３名 ８２．８％

市町村事業等に非常勤及Z)雇い上げで働いている ３名 ４．７％

転職した ２名 ３．１％

合計 ６４名 １００．０％

原発事故のため

仕事ができなか
17.6％(１８名）

届施殿の倒壊等
仕事ができな力’

14.7％(１５名】

その他

10.8％(１１名）

震災前と同じ勤務先

勤務先が変わった

解雇されたため

避難したため

通常通り仕事ができた

7.8％(8名）

インが経たれて、

通常の仕事ができなかった

49.1％(50名】

４９名９２．５％

４名７．５％

１名５０．０％

１名５０．０％

転職した3.1％(2名）

市町村事業等に
及び雇い上げで

4.7％(3名）

非

鋤

ない

）

8.地震、津波によるご自宅への影響はありましたか（複数回答）

ほとんど影響はなかった ２３名

影響があった（前壊・半壊・一部損壊） ４５名

ライフラインが途絶えた ９名

その他 ２５名

無回答 ０名

合 計 １０２名

２２．５％

４４．１％

８．８％

２４．５％

０．０％

１００．０％

1７－

ライフライ

8.8％(9名

無回答

0.0％(0名）
ほとんど影鯉はなかった

(前壊･半壊･一部損壊）

44.1％(45名）





思ったがどうしていいか分からなかったから。

●ボランティア活動等に参加するべきと捕切に感じま

したが、毎日の診療に追われると無理な状態なので

大変難しいとは思いますが、歯科衛生士会から歯科

診療所の院長に応援要請していただければ参加し

やすくなります。

●物資の提供。

●避難所等の支援。

●今回避難中だったため私自身他の方へＤＨとして何

もできないのが心残りです。自分が災害に遭ってし

まうと何もできないが、もし今後他の地域で災害が

起こった時などは力になりたいと思う。災害時の

ＤＨとしてのサポート方法などマニュアルがあれば

いざというときに役立ちそう。

●会員の安否確認、会として支援活動をスムーズに行

える体制づくり。（支援を行うべき段階を今回の体

験から整理していただきたい）

１２．今回の震災を体験して思ったこと、感じたこ

となど、ご自由にお書きください。

●防災用品、食料品、蛍重品を準備する等日常生活に

おいて何事にも対処できるような心構え、準備が大

切と思います。命を守る事を最優先に家族／地域と

のことなど考慮すべきかと思います。

●必要とされなくても動くことは大切。

●歯科医師会とは全くといってよいくらい意思疎通が

遅かった。市だ県だと言っていないで、できること

を一緒に行動する心がけが日頃からあれば対応が

違っていたのかなとも感じました。

●体育館に避難していて夜になると子ども達にのみ支

援物資のお菓子が毎日配られていて、数ヶ月で子ど

もの口腔環境が変わるのが分かりました。不足して

いるものはたくさんあるのに上手く廻らず大変だ

と思いました。

●震災を体験した県民というか歯科衛生士だからこそ

できる支援、感じる支援があるのではないかと思う。

歯科衛生士会に入っていない人のアンケートも歯科

医師会等を通じて声が聞ける方法がないでしょうか。

●自然のおそろしさと人間の無力さを感じました。い

つでも起こりうると自覚して備える（物と心）事の

大切さも感じました。

●本当に自然はすごい、災害は起こった、私にも。

●地域での（近隣）見守り、助け合いを密にすること

の大切さを感じます。連携を取ることの大切さ。

●震災で体験した事を今後の仕事に支援活動に役立て

たいと思います。まだ、避難されている方が多数い

らっしゃいます。メンタルの面でも少しでも役立て

ばと毎日の仕事の中で心がけています。一つでも多

くの笑顔がみたいです。

●自分がこれから災害にあった時にどう生き延びるか

をしっかり考えて備えていきたい。普通に生活して

いることに感謝しています。

●歯科の緊急対応マニュアル、システムがあると初動

体制が取りやすいと思った。今回地元歯科医師会、

歯科衛生士会の活動に感謝したい。

●治瞭中に地震が起きたらどうするか。（ラバーを掛

けている時、根治をしている時など）その時に応じ

て話合っていたので良かったと思う。

●常勤している歯科衛生士は、自院の対応で支援活動ま

でできないと思いました。常勤の歯科衛生士のほとん

どが歯科衛生士会に入っていないので被災者支援活動

について等知らないし、意識もないと思いました。

●ライフラインの大切さがとても身にしみました。

●震災後＝戦後はこんな感じと思った。物流もライ

フラインもなくて、福島は地震、津波、原発で今

も進行している。

●歯科衛生士会で何か支援活動ができれば良かった。

（歯科衛生士として）地域のために何かしたかった

が何もできなかったので。

●食べ物、薬などは必要と思ったが、着るものは少な

くていい。いかにこれまで無駄なところにお金を掛

けていたのか、そのためお互いのコミュニケーショ

ンなどお金を得る仕事のため時間がないと削った

り、社会の変化などもじっくりと目を向けていな

かった。本当に必要なものは何かということに気付

かせてもらった。自然の威力のすさまじさ、人間は

もっと謙虚であるべきだ。

●自ら被災し、想定外の事が起きた中で、どのように

周りの人達に接するかどうか人の本質が見えまし

た。その時に歯科衛生士としてしっかりした自覚を

持って行動しなければ行けない。今後、各地に何が

起きるか分かりませんがマ歯科衛生士として何がで

きるか、物質的な支援の備えが必要になると思いま

す。ただまずは自分が助からなければ何もできない

と言うことです。

1９－





し
１

もらうなど。歯科衛生-|菅を寄り広く社会に知っ

てもらう良い機会だと思います。

、何かできることはありませんか。何かお手伝い

ができればと思う歯科衛ﾉに'二は多かったように

思います。窓｢~Iを作り早めの行動が人を救える

と袴で考えて欲しいと思います。ただ、福励で

身近で起きたことで考えさせられましたが、他

県でとなるとまた述った支援になるかと思いま

す。本>'1にこれから先、少しでも明るい話題を

聞けるようＩＩＪをしたらよいか考えさせられます。

②震災十原発'約1没の風評被停がまだまだ続いてい

るﾉ|蝶は被災群が被災者を支援している現状な

ので金銭的支援も必要だがまだまだ他！,↓や'1術

からの人的な支援が必要かと思います。

勤務先での避難訓練は、’１噸していた24名

(２３．５％)、していなかった６４名（６２．８％）であ

り、震災後に勤務先での避難訓練が実施或いは予

定されているのは１７名（１６．７％）であった。

勤務先の被災状況は、辿常辿りＩｌＭｆができたの

は８科（７．８％）であった。現在も歯科衛生士と

して勤務している者は、５３福（８２．８％）いるが、

そのうち勤務先が変わった肴が4将(7.5％)いた。

地鰻や津波による''1宅への影響は、２３符

(２２５％）がほとんど影響がなかったとしてお

り、原発猫故による影響は、５２名（５１．０％）が

ほとんど彩禅がなかったとしている。

被災者への支援活動は、行わなかったが50蒋

(49.0％）だった。

歯科術ノヒ|身会への対適応の希望は、安否確認や被

災群支援にだけでなく、物黄の提供やマニュアル

の作成等の要望があった。今回のアンケートは震

災後１年７カ月が経過しての実施であり、震災の

彩糾が大きかった会員は多数他県へ避難し本会を

退会していたため、震災時本来の状況はこのアン

ケート結果よりも深刻だったと推測される。

Ｉｉｌｌ答者の自''1記載は、４７名（46.0％）あり、

震災による教訓や歯科衛生士の職業観の再構築な

ど多数のご意兄を頂いたので今後の会活動に活か

していきたい。

③会長さんはじめ、執行部の方々のり,!:鱒などの力

に感謝しております。御世話になるばかりです

がよろしくお願いします。

、歯科衛生士会では、避難所に来てくださりでき

ることをしていただいたと思っています。あり

がとうございました。

●お疲れ様、回答遅くなりすみません。

●先の兇えない避難生活が続いていますが、柵烏

の復興のため今後ｎ分ができることを少しずつ

行動を起こしていきたいと思います。

、会典一人が困っても、何も連絡がなくシステム

もなく歯科衛生士会には期待ができないと思い

ます。安否確認は後からありました。兄舞金は

ありがとうございます。

●この震災で役典の方々は本野にご杵労さまでし

た。まだまだ続きますがよろしくお願いします。

③仮設住宅における訪問保健指導など本会会幽が

取り組んでいる蛎業を対外的にＰＲして欲しい。

報道関連機関の記者に訪ｌＩＷｉ動祁業にＭ行して

福島支部

35.3％(36名）

<まとめ〉

分かった。今までの生活のありがたさを痛感しました。

③常日頃から家族でよく話し合い、避難訓練には参加

すること。非常時の蓄えが必要であると感じた。

１３．どちらの支部に所属していますか

－２１

郡山支部
31.4％(32名）

１４．当会へのご蓉望ご意見をご記入ください

福島支部

郡山支部

会津支部

いわき支部

相双支部

計合
口

３６名

３２名

３名

１４名

１７名

１０２名

３５．３％

３１．４％

２．９％

１３．７％

１６．７％

１００．０％
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地震・津波。原発事故。風評被害の中で

一般社団法人福島県歯科衛生士会会長菅野洋子

今まで縦験したことのない大きな揺れと堕さ・・・

あの'1から柵,I;＃は終わりの兇えない｣さい職いが始まった。

、12成２３年３ｊｌｌｉＩｌｌ４時４６分に発'ｋした地鰹により、本県は沿岸部を1'1心に甚大な被欝が生じ、多数
の災落の壊滅が判Iﾘ'し、被害は,ド仲ｲiのﾙ↓模に砿大した°柵i,I;＃県はその後世界IlIを潅憾させた原発ﾘｆ故と肌
評被‘hIi；が加わり、被裸は多岐で幽範|ﾉﾘに砿ﾉ<する結果となった。

会Ｉ瀧中だった仏は、会i灘が''1止となりやっとの思いで家に辿りつき、テレビのスイッチを入れた。そこに
映し||｝されていたのは,;・蛭を失うほどの惨状だった。！；いようのないｲ<次に押しつぶされそうになりながら
始めた公興の安行確認はIｲ〈l雌を棚めた。特に原発'|f故による会典のり,↓外避難はI|附しに｣Ｗえ会典把侃もまま
ならなくなっていった。準い会典に犠牲行はおらず安堵したが、会典の様々 な被災状況が1;'11ﾘ1し心が術んだ。
その後本会は支部iii位で被災隊支援柄』IMIを始めた。本会の破災詩支援活動への会興登録荷は６０ｆ'１を超え、

支援派勤は呪｛I§も統いている。、'1初描J;ﾙﾘ11:は１%〔光‘|『故による１１Ｗ被11;で父援物蛮やボランティアが全く入っ
てこなかった。そのような''１，たくさんの歯科術'ｋ上会からWI別》県の支援に入っていただいた。家族の反対
を押し切ってまで柵脇ﾘ!L入りしてくださった歯科術′|臭|:の方々 には感I抑|しきれない。鰹災|'値〔後は１次避難所
における救急咲瞭支援や'1雁ケアなどの支援が'''心だったが、ほとんどの被災荷が仮1没化宅に移った現ｲは
支援のあり方や連携の取り方が雌しくなってきている。被災地の一|｜も早い復興を願い今後も被災荷の長)ﾘｌ
支援に取り組んで行きたい。

季節は冬から作そして奥へと移り、怒沸の数かjlは私述に様々 なことを瀞えさせた。
あの'|柵脇はたくさんのものを失った原発'１蚊は平穏な脈'1を送っていたたくさんの家族をぱらぱらに

し家族崩壊へと追いやった。｜｜に兇えない放射能と戦う｜Ｉ々 はこれからも続くしかし、私達の故郷を思う
心と大切な人を思う甑排ちは変わらない。まだまだ鰻災の似跡は消えないが、悲しみを術望に変えるべく、
復興へ向け一歩一歩111へ進んでｉｊ:きたい。Ｗｊ鵬のlIfiliくイミ米を|i;じて１１

雌後に、全l1iIの皆様からたくさんのお兄膝い、そして多くのご支援、ごﾉ好掘を匝戯いたしましたことに心
から感謝IlIし上げます。

、 ノ

l日本歯科衛生士会歯科衛生推進フォーラム

’1時：平成２３年７ﾉー １３１１１（||）

場所：日本歯科大学九段ホール

内容：緊急フォーラム「火'1本大震災の被災地支援

～歯科術ﾉｋｔ会の活動～‐

報(lfTl2f：会艮’1'Ⅷr洋子

3.日本歯科衛生学会第７回学術大会ワークシヨツプ

【

－ー

＝－－－

2･日本歯科衛生士会災害支援歯科衛生士フォーラム

Ｆｌ時：平成２４年３月１８１二Ｉ（||）

場所：東ルミステーションコンファレンス

内容:報告｢火|-|本大震災被災地|Ｘ支援活動の状況について』
報告者：会長竹野洋子

歯科衛生だより20111volo51IO月号掲載記事

Ｐ

'1時：平成２４年９ノｊｌ５ＩＩ（上）

場所：いわて県民情報交流センター

内容：～みんなで痔えよう～

災‘,lif時に歯科衛生上ができたことこれからできること。

報(I調:副会隆Ｋ川春美（相双保健補祉‘抵務所健康琳進課）
堅－コ

Ｆ
強
鹿

跡
一
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